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外
資
の
ワ
ク
チ
ン
供
給
は
不
安
定
、
国
産
は
周
回
遅
れ

ス
ペ
イ
ン
風
邪
は

収
束
に
3
年
間

　

令
和
3
年
3
月
16
日
ま
で

の
日
本
の
新
型
コ
ロ
ナ
陽
性
者

数
は
約
45
万
人
で
、
死
者
数
は

8
6
8
9
人
で
す
が
、
1
0
0
年

前
の
ス
ペ
イ
ン
風
邪
（
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
）
で
は
、
当
時
の
日
本
の

人
口
約
5
8
0
0
万
人
中
、
約

4
割
に
相
当
す
る
2
3
8
0
万

人
が
罹
患
し
、
死
者
数
は

38
万
8
千
人
に
上
り
ま
し
た
。

　

当
時
は
特
効
薬
も
ワ
ク
チ
ン

も
無
く
、
4
割
以
上
の
人
が
抗

体
を
持
つ
こ
と
に
よ
り
集
団
免

疫
が
獲
得
さ
れ
、
3
年
間
か
か
っ

て
自
然
収
束
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
3
年
に
入
り
日
本
で
も

新
型
コ
ロ
ナ
の
変
異
株
が
出
現
し

て
お
り
、
ワ
ク
チ
ン
が
奏そ

う

効こ
う

し
た

と
し
て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
収
束

に
は
3
年
間
、
令
和
4
年
末
ま

で
か
か
る
と
思
い
ま
す
。

外
資
の
ワ
ク
チ
ン
は

供
給
が
不
安
定

　

ワ
ク
チ
ン
は
膨
大
な
数
を
接

種
す
る
事
か
ら
莫ば
く

大だ
い

な
利
権
が

か
ら
み
ま
す
。
日
本
は
米
国
フ
ァ

イ
ザ
ー
製
の
ワ
ク
チ
ン
に
頼
ら

ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
す
が
、
そ

の
供
給
が
極
め
て
不
安
定
な
事

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

ワ
ク
チ
ン
は
1
箱
に
9
7
5

回
分
入
り
で
、
3
月
1
日
の
県

議
会
で
の
知
事
答
弁
に
よ
る
と

「
医
療
従
事
者
等
用
に
3
月
1

日
の
週
か
ら
42
箱
、
そ
の
3
週

間
後
に
同
量
、
計
4
万
9
5
0

人
の
2
回
接
種
分
が
分
配
さ

れ
、
高
齢
者
用
に
は
4
月
5

日
の
週
に
9
7
5
人
の
2
回
接

種
分
、
4
月
12
日
の
週
と
4

月
19
日
の
週
に
夫そ
れ

々ぞ
れ

4
8
7
5

人
の
2
回
接
種
分
、
計
22
箱

1
万
7
2
5
人
の
2
回
接
種
分

が
分
配
さ
れ
ま
す
。
4
月
26
日

の
週
か
ら
全
国
全
て
の
市
町
村

に
行
き
渡
る
数
量
を
分
配
す
る

と
し
て
い
ま
す
が
、
具
体
的
数

量
は
未
定
で
、
埼
玉
県
の
医
療

従
事
者
等
約
23
万
人
と
65
歳
以

上
の
高
齢
者
約
1
9
4
万
人
に

対
し
て
さ
さ
や
か
過
ぎ
る
量
」

と
の
事
で
す
。

国
産
ワ
ク
チ
ン
の

開
発
は
周
回
遅
れ

　

本
来
な
ら
ワ
ク
チ
ン
は
外
資

頼
み
で
は
な
く
、
国
産
の
ワ
ク
チ

ン
を
国
民
分
用
意
す
る
の
が
政

治
の
役
目
で
す
が
、
日
本
は
創

薬
力
を
安
全
保
障
の
観
点
か
ら

考
え
て
来
な
か
っ
た
た
め
、
国
産

ワ
ク
チ
ン
の
開
発
は
欧
米
・
中
国

に
比
べ
て
大
き
く
出
遅
れ
て
い

ま
す
。（
下
表
）

　

医
学
面
に
於
い
て
も
中
国
は

令
和
2
年
2
月
末
に
新
型
コ
ロ

ナ
5
万
5
9
2
4
例
を
ま
と
め

た
デ
ー
タ
を
公
表
し
、
米
国
も

4
月
中
旬
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州

の
新
型
コ
ロ
ナ
5
7
0
0
例
の

デ
ー
タ
を
発
表
し
ま
し
た
が
、
日

本
に
は
新
興
感
染
症
に
つ
い
て

5
千
例
以
上
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

を
集
約
・
解
析
す
る
シ
ス
テ
ム
が

無
く
、
日
本
の
医
師
は
米
国
・
中

国
の
デ
ー
タ
で
新
型
コ
ロ
ナ
の
診

断
と
治
療
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
で
日
本

の
新
興
感
染
症
や
バ
イ
オ
テ
ロ

に
対
す
る
危
機
管
理
の
脆ぜ
い

弱じ
ゃ
く

性せ
い

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
が
、

自
ら
の
次
の
選
挙
と
ポ
ス
ト
の

事
で
頭
の
中
が
一
杯
の
政
治
家
の

先
生
方
は
コ
ロ
ナ
自じ

粛し
ゅ
く
下か

で
も

夜
の
会
合
に
忙
し
い
様
で
す
。

感
染
症
対
策
と

個
人
の
自
由

　

令
和
2
年
7
月
末
時
点
の
中

国
の
P
C
R
検
査
能
力
は
1
日

4
8
4
万
件
に
対
し
、
日
本
は

3
万
5
千
件
と
さ
さ
や
か
な
数

で
す
。　

　

中
国
で
は
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発

生
し
た
武
漢
市
約
9
9
0
万

人
（
19
日
間
で
）
、
北
京
市

1
1
8
8
万
人
（
34
日
間
で
）
、

石せ
っ

家か

荘そ
う

市
約
1
0
0
0
万
人
、

瀋し
ん

陽よ
う

市
約
7
4
0
万
人
、
大だ
い

連れ
ん

市
約
6
4
0
万
人
等
、
全
市
民

を
対
象
と
し
た
大
規
模
P
C
R

検
査
を
行
い
感
染
を
鎮
静
化
さ

せ
て
い
ま
す
。
令
和
3
年
1
月

か
ら
中
国
製
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

も
開
始
さ
れ
て
お
り
、
新
興
感

染
症
に
対
す
る
危
機
管
理
に
つ

い
て
は
民
主
主
義
よ
り
も
全
体

主
義
の
方
が
有
利
か
も
知
れ
ま

せ
ん
が
、
言
論
の
自
由
の
無
い
国

に
は
住
み
た
く
な
い
と
考
え
る

次
第
で
す
。

2021年
2月県議会

【国産ワクチンの開発状況（令和3年2月末現在）】
会社名 ワクチンのタイプ 治験の進捗状況

アンジェス DNAワクチン 第2/3相試験中

塩野義 遺伝子組み換え
タンパクワクチン 第1/2相試験中

KMバイオロジクス 不活化ワクチン 3月に第1/2相
試験開始予定

第一三共 mRNAワクチン 3月に第1相
試験開始予定
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協
議
会
設
置
と

調
査
費
予
算
計
上

　

日
頃
か
ら
、
大
野
知
事
は
県
民
目
線

の
現
場
主
義
と
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い

県
政
を
力
説
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　

国
が
荒
川
橋き
ょ
う

梁り
ょ
う

を
架
け
換
え
る
機

会
に
土
台
だ
け
で
も
複
線
仕
様
に
し
て

置
か
な
け
れ
ば
、
永
久
に
川
越
線
の
複

線
化
は
困
難
と
考
え
る
の
が
県
民
目
線

で
あ
り
、
単
線
で
架
け
換
え
ら
れ
る
と

川
越
線
・
八
高
線
沿
線
は
完
全
に
取
り

残
さ
れ
ま
す
。

　

時
間
的
余
裕
が
な
い
事
か
ら
、
令
和

2
年
6
月
19
日
に
超
党
派
県
議
で
構
成

さ
れ
る
八
高
線
・
川
越
線
沿
線
活
性
化

議
員
連
盟
か
ら
大
野
知
事
に
埼
玉
県
・

さ
い
た
ま
市
・
川
越
市
・
Ｊ
Ｒ
・
国
土
交

通
省
の
5
者
に
よ
る
議
事
録
が
公
開
さ

れ
る
正
規
の
協
議
会
設
置
と
調
査
費
計

上
の
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。（
上

写
真
）

　

当
初
、
川
越
線
複
線
化
の
意
志
が
無

い
Ｊ
Ｒ
は
協
議
会
参
加
に
難
色
を
示
し

て
い
ま
し
た
が
、
粘
り
強
く
働
き
か
け
、

「
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
す
る
」
と

の
回
答
を
頂
き
、
令
和
2
年
11
月
5
日

の
協
議
会
設
置
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
2
回
の
協
議
会
が
開
か

れ
、
令
和
3
年
度
の
埼
玉
県
の
当
初
予

算
に
4
0
0
万
円
の
調
査
費
が
計
上
さ

れ
ま
し
た
。
荒
川
橋き
ょ
う

梁り
ょ
う

の
複
線
仕
様

架か
　
か
ん換
に
半
歩
前
進
で
す
。

Ｊ
Ｒ
川
越
線
荒
川
橋
梁
、
複
線
仕
様
架
換
に
半
歩
前
進
2021年
2月県議会

JR川越線の荒川橋
きょう

梁
りょう

が架け換えられます

　

荒
川
の
決
壊
は
甚じ
ん

大だ
い

な
被
害
を
招
く
た
め
、
国
は
２
０
１
８

年
度
か
ら
２
０
３
０
年
度
の
13
年
間
で
１
６
７
０
億
円
（
県
負

担
１
３
０
億
円
含
む
）
を
か
け
て
、
堤
防
の
嵩か

さ

上
げ
と
第
2
・
第

3
調
節
池
の
大
規
模
改
良
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
で
は
、
低
位
置
に
あ
る
Ｊ
Ｒ
川
越
線
か
ら
の
決
壊

を
防
ぐ
た
め
、
鉄
橋
を
よ
り
高
い
位
置
へ
架
け
換
え
る
こ
と
も

決
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
多
数
の
沿
線
県
議
か
ら
の
『
こ
れ
を
機
に
荒
川
橋

梁
を
複
線
仕
様
に
』
と
の
訴
え
に
対
し
、
大
野
知
事
は
県
議
会

に
於
い
て
、
Ｊ
Ｒ
に
川
越
線
を
複
線
化
す
る
意
志
が
無
い
事
を

理
由
に
消
極
的
な
答
弁
に
終
始
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
県
議
会
が
粘
り
強
く
働
き
か
け
た
結
果
、

埼
玉
県
・
さ
い
た
ま
市
・
川
越
市
・
Ｊ
Ｒ
・
国
土
交
通
省
の
5

者
に
よ
る
協
議
会
設
置
に
こ
ぎ
つ
け
、
令
和
2
年
11
月
19
日

に
第
1
回
の
協
議
会
が
開
か
れ
、
令
和
3
年
度
当
初
予
算
に

４
０
０
万
円
の
調
査
費
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

本会議場の演壇には
飛沫防止の透明ボード

複
線
仕
様
で
の

架
け
換
え
は
可
能

　

令
和
2
年
12
月
9
日
に
前
述
の

議
員
連
盟
の
会
合
で
国
交
省
の
荒
川

調
節
池
工
事
事
務
所
長
か
ら
説
明

を
受
け
た
際
、「
架
け
換
え
は
単
線

で
周
辺
工
事
も
入
れ
て
2
7
4
億
円

の
予
算
だ
が
、
不
足
分
を
関
係
自
治

体
が
負
担
す
れ
ば
複
線
仕
様
に
出

来
な
い
訳
で
は
な
い
事
」
を
確
認
し

ま
し
た
。

　

今
後
、
協
議
会
で
土
台
だ
け
、
或

い
は
橋
全
体
を
複
線
仕
様
に
し
た

場
合
の
不
足
金
の
算
出
、
そ
の
負
担

割
合
の
議
論
が
さ
れ
る
と
思
い
ま
す

が
、
2
7
4
億
円
の
中
に
は
旧
橋き
ょ
う

梁
り
ょ
う

の
撤
去
費
用
も
入
っ
て
い
ま
す
。
耐

用
年
数
に
よ
っ
て
は
旧
橋き
ょ
う

梁り
ょ
う

を
補

強
・
嵩か
さ

上
げ
し
て
、
将
来
の
複
線
化

に
利
用
す
る
事
も
検
討
に
値
す
る
と

思
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
に
よ
れ
ば
、
大
宮
駅
か
ら
日

進
駅
ま
で
は
複
線
で
す
が
、
日
進
駅

か
ら
川
越
駅
ま
で
の
複
線
化
に
は

橋
梁
架
け
換
え
の
費
用
を
除
い
て

約
1
0
0
0
億
円
か
か
る
と
の
事
で

す
。
荒
川
橋
梁
を
複
線
仕
様
で
架
け

換
え
た
後
の
川
越
線
の
複
線
化
は
、

少
子
高
齢
化
と
人
の
移
動
が
減
少
す

る
w
i
t
h
コ
ロ
ナ
の
時
代
で
も
埼

玉
県
か
ら
田
中
角
栄
ク
ラ
ス
の
政
治

家
が
出
れ
ば
可
能
で
す
。

令和2年6月19日 : 八高線 ・ 川越線沿線
活性化議員連盟から大野知事に要望書提出
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県
立
病
院
の
独
法
化
は

日
下
部
の
選
挙
公
約

　

県
立
病
院
改
革
は
こ
れ
ま
で

の
日く
さ

下か

部べ

の
県
会
議
員
選
挙
の

公
約
の
一
つ
で
、
大
赤
字
を
出
し

な
が
ら
救
急
医
療
を
逃
げ
回
っ

て
い
た
県
立
病
院
の
救
急
告
示

化
と
独
立
行
政
法
人
化
を
訴
え

て
来
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
12
月
に
小
児
医
療

セ
ン
タ
ー
が
救
急
告
示
化
さ
れ
、

循
環
器
・
呼
吸
器
病
セ
ン
タ
ー
も

医
師
の
定
数
が
揃そ
ろ

い
次
第
、
救
急

告
示
化
さ
れ
る
予
定
で
す
。
そ
し

て
10
年
か
か
り
ま
し
た
が
、
令
和

3
年
4
月
1
日
よ
り
県
立
4
病

院
が
全
て
独
立
行
政
法
人
化
さ
れ

ま
す
。

運
営
費
繰
入
金
の
減
額

　

県
立
病
院
へ
の
一
般
会
計
か
ら

の
運
営
費
繰
入
金
、
即
ち
赤
字
補ほ

填て
ん

は
2
0
0
7
年
度
の
67
億
6
千

6
百
万
円
か
ら
2
0
2
0
年
度
の

1
3
5
億
3
千
8
百
万
円
ま
で

一
貫
し
て
増
え
続
け
て
い
ま
し
た

が
、
独
法
化
元
年
の
2
0
2
1
年

度
か
ら
、
予
算
ベ
ー
ス
で
は
あ
る

も
の
の
1
2
4
億
3
千
7
百
万
円

の
減
額
に
転
じ
て
い
ま
す
。（
上

表
）

県
立
４
病
院
、
令
和
３
年
４
月
か
ら
独
立
行
政
法
人
へ
移
行

県
内
初
の
屋
内
50
ｍ
プ
ー
ル
の
建
設
計
画

　

国
立
病
院
は
2
0
0
4
年
4

月
に
全
て
独
法
化
さ
れ
ま
し
た
。

大
阪
府
や
大
阪
市
を
始
め
、
多

く
の
地
方
自
体
で
公
立
病
院
が

独
法
化
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
概お
お
むね

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
が
3

～
4
割
削
減
さ
れ
て
い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
な
し

　

県
立
病
院
が
独
法
化
さ
れ
て

も
、
周
産
期
医
療
や
感
染
症
病

棟
等
の
不
採
算
部
門
へ
の
一
般
会

計
か
ら
の
繰
り
入
れ
は
維
持
さ

れ
、
県
民
サ
ー
ビ
ス
低
下
の
心
配

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

「
休
ま
な
い
」
、「
遅
刻
し
な

い
」
、「
働
か
な
い
」
と
揶や

揄ゆ

さ

れ
る
公
務
員
の
働
き
方
で
す
が
、

独
法
化
さ
れ
る
と
職
員
の
身
分

が
公
務
員
で
無
く
な
り
、
基
本

的
に
は
民
間
病
院
の
職
員
と
同

様
に
な
り
ま
す
。
年
功
で
高
給

の
働
か
な
い
医
師
は
淘と
う

汰た

さ
れ

て
行
く
で
し
ょ
う
。
国
鉄
は
Ｊ
Ｒ

に
な
り
ま
し
た
が
、
む
し
ろ
サ
ー

ビ
ス
が
向
上
し
、
運
賃
も
上
が
っ

て
い
ま
せ
ん
。

総
合
的
ス
ポ
ー
ツ
科
学

拠
点
施
設
と
し
て
計
画

　

関
東
1
都
6
県
で
唯ゆ
い

一い
つ
、
埼

玉
県
に
は
公
営
の
屋
内
50
m
水

泳
場
が
有
り
ま
せ
ん
。
県
水
泳

連
盟
等
か
ら
の
設
置
要
望
も
あ

り
、
令
和
元
年
11
月
に
有
識
者

会
議
が
設
置
さ
れ
、
50
m
メ
イ

ン
プ
ー
ル
、
25
m
サ
ブ
プ
ー
ル
、

飛
び
込
み
プ
ー
ル
、
観
客
席
約

3
0
0
0
に
加
え
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
用
流
水
プ
ー
ル
、
映
像
泳
法
・

ス
タ
ー
ト
解
析
シ
ス
テ
ム
、
大

型
映
像
装
置
、
多
目
的
ホ
ー
ル

（
選
手
控
室
）
、
記
録
室
、
審
判

室
、
報
道
関
係
者
室
な
ど
を
具ぐ

備び

し
た
総
合
的
な
ス
ポ
ー
ツ
科

学
拠
点
施
設
が
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
。

候
補
地
は
3
箇
所

　

令
和
元
年
12
月
に
川
口
市
長

か
ら
、
令
和
2
年
3
月
に
上
尾

市
長
か
ら
、
令
和
2
年
8
月
に

県
央
4
市
1
町
（
北
本
市
・
鴻

巣
市
・
上
尾
市
・
桶
川
市
・
伊
奈

町
）
の
首
長
か
ら
、
令
和
2
年
10

月
に
は
県
南
4
市
（
草
加
市
・
川

口
市
・
蕨
市
・
戸
田
市
）
の
首
長

か
ら
知
事
に
要
望
書
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

候
補
地
と
し
て
大
野
知
事
の

お
膝
元
で
あ
る
川
口
市
の
神か
み

根ね

運
動
場
、
上
尾
市
の
上
尾
運
動

公
園
、
さ
い
た
ま
市
の
浦
和
美
園

地
区
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
令
和
2
年
11
月
に
有
識
者

会
議
か
ら
「
地
元
の
熱
意
と
し
て

は
川
口
市
と
上
尾
市
を
評
価
」
、

「
コ
ス
ト
面
で
は
県
有
地
と
既
存

施
設
を
活
用
で
き
る
上
尾
運
動

公
園
に
一
定
の
優
位
性
」
と
の
報

告
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

有
識
者
会
議
の
次
は

整
備
地
選
定
委
員
会

　

有
識
者
会
議
の
報
告
を
受

け
、
令
和
２
年
12
月
に
ス
ポ
ー
ツ

科
学
拠
点
施
設
整
備
地
検
討
委

員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
３
月
15
日
の
第
３
回
会
合
で

屋
内
50
ｍ
プ
ー
ル
を
川
口
市
に
、

ス
ポ
ー
ツ
科
学
拠
点
施
設
を
上

尾
市
に
整
備
す
る
分
離
案
も
検

討
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
野
県
政
で
は
多
数
の
検
討

会
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
い

ず
れ
も
期
限
が
明
示
さ
れ
て
お

ら
ず
、
本
委
員
会
も
い
つ
結
論
が

出
る
か
不
明
で
す
。

【県立病院への一般会計からの運営費繰入れ額 （単位百万円 : 設備費繰入れ額は除く）】

独立行政法人化

区　　　分 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度

循環器・呼吸器病センター 1,550 1,540 1,886 1,897 1,699 1,604 1,858 1,861

がんセンター 1,861 1,781 2,061 2,018 2,426 2,308 2,518 3,012

小児医療センター 2,199 2,585 2,389 2,431 2,467 2,474 2,215 2,184

精神医療センター 1,156 1,346 1,234 1,328 1,271 1,319 1,216 1,152

県立4病院の合計 6,766 7,252 7,570 7,674 7,863 7,705 7,807 8,209

区　　　分 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

循環器・呼吸器病センター 2,040 2,124 2,661 2,792 2,753 2,840 2,853 

がんセンター 2,894 2,805 2,763 2,894 2,715 2,707 2,080 

小児医療センター 2,272 2,578 2,836 5,881 6,029 6,568 6,214 

精神医療センター 1,060 965 942 1,020 1,195 1,423 1,290 

県立4病院の合計 8,266 8,472 9,202 12,587 12,692 13,538 12,437

※リハビリテーションセンターは福祉部所管、その他のいわゆる県立4病院は病院局所管、2020年度、2021年度はともに予算額ベース
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さいたま新庁舎に関わる経緯 清
水
さ
い
た
ま
市
長
、
庁
舎
移
転
を
正
式
表
明

　

清
水
勇
人
さ
い
た
ま
市
長
が
令
和
3
年
2
月
2
日
、
市
議
会

本
会
議
で
の
施
政
方
針
演
説
の
中
で
、「
現
在
浦
和
区
に
あ
る

市
役
所
本
庁
舎
を
、
旧
3
市
の
合
併
協
定
書
に
基
づ
い
て
設
置

さ
れ
た
審
議
会
の
答
申
を
踏
ま
え
、
大
宮
区
内
の
さ
い
た
ま
新

都
心
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
エ
リ
ア
へ
の
移
転
を
目
指
す
」
と
正
式
に

表
明
し
ま
し
た
。

　

移
転
時
期
は
令
和
13
年
を
見
込
み
、
約
２
０
６
億
円
と
想
定

さ
れ
る
建
設
費
は
庁
舎
整
備
基
金
と
市
債
で
捻
出
さ
れ
、
民
間

施
設
と
の
複
合
化
で
費
用
削
減
が
図
ら
れ
ま
す
。
尚
、
移
転
後

の
現
庁
舎
は
消
防
署
や
浦
和
区
役
所
の
機
能
を
保
ち
つ
つ
、「
文

化
芸
術
拠
点
」
・
「
教
育
先
進
研
究
拠
点
」
・
「
市
民
交
流
拠

点
」
な
ど
と
し
て
利
用
さ
れ
る
事
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
庁
舎
の
新
都
心
へ
の
移
転
は

合
併
時
の
合
意
事
項

　

「
当
面
は
浦
和
市
役
所
を
庁
舎
と
し
て

活
用
す
る
が
、
将
来
は
さ
い
た
ま
新
都
心

駅
周
辺
に
移
転
す
る
事
」
は
、
平
成
13
年

に
旧
浦
和
、
旧
大
宮
、
旧
与
野
の
3
市
が

合
併
し
て
さ
い
た
ま
市
が
誕
生
し
た
際
の

合
意
事
項
で
あ
り
、
合
併
協
定
書
に
明
記

さ
れ
て
い
ま
す
。（
左
上
写
真
）

平
成
21
年
の
日く

さ

下か

部べ

の

市
長
選
挙
出
馬
の
理
由

　

合
併
協
定
書
を
7
年
間
も
反ほ

故ご

状
態

に
し
、
新
都
心
に
サ
ッ
カ
ー
博
物
館
を
造

ろ
う
と
し
た
当
時
の
相
川
市
政
に
異
を
唱

え
、
日く
さ

下か

部べ

（
当
時
市
議
2
期
目
）
は
平
成

21
年
の
さ
い
た
ま
市
長
選
挙
に
出
馬
致
し

ま
し
た
。
結
果
は
当
時
の
「
政
権
交
代
民

主
党
」
の
風
に
乗
っ
た
現
在
の
清
水
市
長

の
圧
勝
で
し
た
。

　

県
知
事
が
立
会
人
に
な
り
旧
3
市
の
市

長
が
署
名
捺
印
し
て
い
る
合
併
協
定
書
が

守
ら
れ
な
い
と
政
治
に
対
す
る
信
頼
は
0

に
な
る
と
の
思
い
か
ら
、
平
成
23
年
4
月

の
県
議
選
に
出
馬
し
当
選
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。

　

同
年
7
月
に
開
催
し
た
県
政
報
告
会
に

清
水
市
長
を
お
招
き
し
て
審
議
会
の
設
置

を
要
望（
左
下
写
真
）、
平
成
24
年
6
月
に

審
議
会
条
例
を
制
定
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
5
月
に
審
議
会
か
ら
「
さ

い
た
ま
新
都
心
駅
か
ら
半
径
8
0
0
m
圏

内
」
と
の
答
申
が
出
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ

き
、
さ
い
た
ま
新
都
心
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
エ

リ
ア
、
食
肉
中
央
卸
売
市
場
エ
リ
ア
、
コ

ク
ー
ン
2
・
3
エ
リ
ア
の
3
箇
所
の
候
補
地

が
検
討
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

反
対
派
は
市
長
選
で
問
え
！

　

合
併
か
ら
20
年
経た

っ
て
も
浦
和
と
大
宮

の
地
域
対
立
は
根
強
く
、
本
庁
舎
が
中
央

の
新
都
心
に
来
る
事
で
、
そ
の
緩か
ん

和わ

も
期
待

さ
れ
ま
す
。
本
庁
舎
の
移
転
に
反
対
な
ら

ば
12
年
前
の
日く
さ

下か

部べ

の
様
に
市
長
選
挙
に

出
馬
し
て
民
意
を
問
う
べ
き
で
し
ょ
う
。

平成12年9月5日  県知事が立会人となり、浦和・大宮・与野の
3市の市長が署名捺印した合併協定書（上写真）には新市庁舎
について、「当面は浦和市役所を庁舎として活用するが、将来
はさいたま新都心周辺地域が望ましいとの意見を踏まえ、新市
成立後、速やかに審議会を設置し、速やかに庁舎建設基金を創
設する」と明記されている。

平成13年5月1日  旧浦和・旧大宮・旧与野の3市が合併してさ
いたま市が誕生

平成13年5月27日  初の市長選挙で前浦和市長の相川宗一氏
が、前大宮市長の新藤享弘氏らを破って当選

平成15年4月1日  政令指定都市に移行

平成20年5月  平成13年5月から7年間も合併協定を反
ほ

故
ご

状態に
し、新都心にサッカー博物館を造ろうとした当時の相川市政に
異を唱え、日下部（当時市議2期目）が翌年5月の市長選挙に出
馬表明

平成20年11月  日下部の出馬表明に慌
あわ

てた相川市政が庁舎整備
検討委員会設置

平成21年4月  続いて庁舎建設基金を設置

平成21年5月  当時の 「政権交代民主党」の風に乗った清水勇
人元埼玉県議が当選（日下部は敢

あ
え無く敗退）

平成23年4月  日下部、県議選に出馬し当選

平成23年7月18日  日下部の第1回県政報告会に清水市長を招
いて本庁舎整備審議会の設置を要望（下写真）

平成23年12月  県議会にて合併協定反
ほ

故
ご

状態に対する立会人た
る知事の道義的責任を上田知事に質問

平成24年6月  市議会にてさいたま市本庁舎整備審議会条例の
制定

平成24年12月19日  第1回さいたま市本庁舎整備審議会

平成30年5月  さいたま市本庁舎整備審議会から「さいたま新
都心駅周辺、一般的な徒歩圏
内である半径800m圏内が最
も望ましい」との答申

令和3年2月2日  清水市長が
「さいたま新都心バスターミ
ナルエリア」への移転を表明 清水市長を招いての県政報告会

（平成23年7月18日）


